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弊
社
社
員
の
逮
捕

タ
ク
シ
ー
に
あ
る
ま
じ
き
行
為

信
頼
を
失
う
の
は
一
瞬

真
摯
に
反
省
し
出
直
し
ま
す

経
営
理
念
の
原
点
に
返
り

変
化
し
続
け
て
い
き
ま
す
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去
る
平
成
30
年
３
月
22

日
、
弊
社
ド
ラ
イ
バ
ー
が
前

月
２
月
25
日
夜
間
の
営
業
中

に
泥
酔
し
た
女
性
の
お
客
様

に
対
し
わ
い
せ
つ
行
為
を
行

っ
た
と
い
う
準
強
制
性
交
等

の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
る
事
案

が
発
生
し
ま
し
た
。
現
時
点

　

改
め
て
「
お
客
様
第
一
主

義
」
と
「
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
の
社
会
的
地
位
向

上
」
の
２
つ
の
経
営
理
念
を

実
現
し
て
い
く
道
を
振
り
返

る
と
、
60
年
前
に
わ
ず
か
10

台
で
創
業
し
た
Ｍ
Ｋ
、
最
初

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
住
環
境
の

整
備
に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の

生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
、
挨
拶
や
親
切

な
対
応
な
ど
サ
ー
ビ
ス
教
育

に
取
り
組
ん
だ
の
は
創
業
か

ら
10
年
が
経
っ
て
か
ら
で
し

た
。
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知

る
と
の
言
葉
通
り
、
ま
ず
は

従
業
員
の
待
遇
改
善
を
し
、

そ
れ
を
維
持
し
所
得
を
伸
ば

し
て
い
く
た
め
に
も
っ
と
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お

客
様
に
選
ん
で
も
ら
お
う
、

と
し
て
き
た
の
で
す
。
社
員

の
売
上
が
上
が
り
お
客
様
に

満
足
い
た
だ
き
、
そ
し
て
会

社
も
収
益
を
あ
げ
る
、
そ
の

良
い
循
環
が
Ｍ
Ｋ
の
原
動
力

で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
具

体
的
な
仕
掛
け
と
し
て
、
社

員
教
育
の
徹
底
、
頑
張
れ
ば

頑
張
る
ほ
ど
高
ま
る
給
与
制

度
、
お
客
様
か
ら
苦
情
を
い

た
だ
け
る
環
境
な
ど
を
作
り

　

信
頼
を
築
く
に
は
時
間
が

か
か
り
、
信
頼
が
崩
れ
る
の

は
一
瞬
の
こ
と
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
ま
さ
に
Ｍ
Ｋ
が
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
信

頼
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

ほ
ど
に
失
わ
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
創
業
者
が
「
お
客

様
第
一
主
義
」
と
「
タ
ク
シ

ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
地

位
向
上
」
を
経
営
理
念
に
掲

げ
て
、
親
切
丁
寧
な
接
客
と

挨
拶
、
乗
車
拒
否
根
絶
を
誓

っ
た
〝
タ
ク
シ
ー
を
市
民
に

返
す
運
動
〟、〝
身
体
障
害
者

優
先
乗
車
〟
な
ど
を
実
践
し

て
き
た
Ｍ
Ｋ
の
歴
史
は
、
ま

さ
に
タ
ク
シ
ー
が
市
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
乗
り
物
に
な
る

や
り
直
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

約
20
年
前
に
と
あ
る
犯
罪

事
件
を
起
こ
し
た
タ
ク
シ
ー

お
客
様
や
そ
の
ご
家
族
の
信

頼
を
失
墜
さ
せ
る
こ
と
で
あ

り
、
タ
ク
シ
ー
同
業
者
の
皆

様
へ
も
少
な
か
ら
ず
影
響
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
従

業
員
へ
の
日
頃
か
ら
の
指
導

が
甚
だ
不
足
し
て
い
た
こ
と

を
深
く
反
省
し
て
お
り
ま

す
。
該
当
社
員
に
は
厳
重
な

処
分
を
下
す
こ
と
は
も
と
よ

り
、
全
従
業
員
に
対
し
て
指

導
を
再
徹
底
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

（
３
月
27
日
現
在
）
で
は
西

京
警
察
署
に
勾
留
さ
れ
一
部

行
為
を
認
め
な
が
ら
も
容
疑

に
つ
い
て
は
否
認
し
て
い
る

と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

警
察
の
今
後
の
調
査
を
待
ち

ま
す
が
、
事
実
で
あ
れ
ば
誠

に
遺
憾
で
あ
り
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
に
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
タ
ク
シ
ー
を

ご
利
用
い
た
だ
く
す
べ
て
の

ま
し
た
。
Ｍ
Ｋ
60
年
の
歴
史

の
う
ち
最
近
の
20
年
は
デ
フ

レ
下
に
お
い
て
「
適
正
な
価

格
」
を
提
供
し
続
け
て
き
ま

し
た
。
近
年
で
は
乗
合
空
港

タ
ク
シ
ー
や
英
会
話
ド
ラ
イ

バ
ー
、
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
車
両

の
導
入
、
新
卒
者
の
ト
ラ
ベ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
採
用

な
ど
積
極
的
な
事
業
展
開
で

Ｍ
Ｋ
な
ら
で
は
の
高
付
加
価

値
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
時
代
の
変
化

を
と
ら
え
つ
つ
お
客
様
、
社

員
、
会
社
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
変
化
に
対
応
し
て
き
た

と
自
認
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

振
り
返
れ
ば
そ
れ
こ
そ
我
々

自
身
の
慢
心
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
役
職
員
社
員
一
同

こ
れ
か
ら
経
営
理
念
の
原
点

に
立
ち
返
り
「
Ｍ
Ｋ
は
以
前

よ
り
も
良
く
な
っ
た
」
と
安

心
し
て
お
乗
り
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

重
ね
て
被
害
に
あ
わ
れ
た
方

に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
関
係
す
る

皆
様
へ
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ
と
を
深
謝
い
た

し
ま
す
。

た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
が
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

同
じ
よ
う
に
陸
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
た
め

の
行
動
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
一
つ
ひ
と
つ
積

み
上
げ
た
信
頼
か
ら
「
女
性

が
夜
一
人
で
タ
ク
シ
ー
に
乗

る
と
き
は
Ｍ
Ｋ
を
選
ぶ
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近

年
で
は
夜
間
タ
ク
シ
ー
を
降

り
て
か
ら
玄
関
に
入
ら
れ
る

ま
で
を
見
守
る
エ
ス
コ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
評
価
や
取
組
み

が
一
転
し
て
ご
不
安
を
あ
お

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
弁
解
の
余
地
が
あ
り
ま

せ
ん
。
も
う
一
度
原
点
か
ら

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
裁
判

官
が
判
決
文
で
「
タ
ク
シ
ー

乗
務
員
に
は
雲
助
ま
が
い
の

も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
」
と

表
現
し
、
職
業
に
対
す
る
蔑

視
で
あ
る
と
し
て
タ
ク
シ
ー

業
界
が
こ
ぞ
っ
て
反
発
し
た

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
弊
社
は
、
裁
判
官
に

そ
の
よ
う
な
認
識
を
抱
か
れ

て
い
る
我
々
タ
ク
シ
ー
業
界

こ
そ
大
い
に
反
省
し
襟
を
正

す
べ
き
で
あ
る
、
と
申
し
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
か
ら

何
ら
変
わ
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
と
忸
怩
た
る
思
い
で

す
。

（1）

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長

　
青
木
信
明

全
国
の
お
客
様
、同
業
者
の
皆
様
へ

信
頼
失
墜
行
為
を
お
詫
び
し
ま
す
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ト
ミ
カ
博 in O

SA
KA

～
さ
あ
、は
じ
ま
る
！ 
ゆ
め

の
ト
ミ
カ
ワ
ー
ル
ド
‼
～

４
／
26
～
５
／
６　
　
　

大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ
ー
ル

　

新
し
い
ト
ミ
カ
の
世
界
に

は
大
き
な
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
盛
り
沢

山
。
ト
ミ
カ
が
い
っ
ぱ
い
の

巨
大
パ
ー
キ
ン
グ
タ
ワ
ー
も

必
見
。
ト
ミ
カ
タ
ウ
ン
で
お

も
し
ろ
体
験
も
で
き
る
。

　

大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ
ー
ル

（
地
下
鉄
「
ト
レ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
前
」
駅
ま
た
は
「
中
ふ

頭
」
駅
下
車
）
に
て
４
月
26

日（
木
）～
５
月
６
日（
日
）。

会
期
中
無
休
。
午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分
（
入
場
は
30

分
前
ま
で
）。
大
人
（
中
学
生

以
上
）
９
０
０
円
、
こ
ど
も

（
３
歳
～
小
学
生
）
７
０
０

円
。
ト
ミ
カ
博 in OSAKA

事
務
局
☎
０
６
・
６
３
２
５
・

５
７
７
７

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

色
彩
の
画
家

オ
ッ
ト
ー
・
ネ
ー
ベ
ル
展

シ
ャ
ガ
ー
ル
、カ
ン
デ
ィ
ン

ス
キ
ー
、ク
レ
ー
と
と
も
に

４
／
28
～
６
／
24

京
都
文
化
博
物
館

　

日
本
初
の
回
顧
展
と
な
る

本
展
で
は
、
建
築
・
演
劇
・

音
楽
・
抽
象
・
近
東
な
ど
オ

ッ
ト
ー
・
ネ
ー
ベ
ル
が
手
が

け
た
主
要
な
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
紹
介
。
ク
レ
ー
や
カ
ン
デ

ィ
ン
ス
キ
ー
、
シ
ャ
ガ
ー
ル

な
ど
同
時
代
の
画
家
た
ち
の

作
品
も
併
せ
て
紹
介
す
る
こ

と
で
、
ネ
ー
ベ
ル
が
様
々
な

画
風
を
取
り
入
れ
な
が
ら
独

自
の
様
式
を
確
立
し
て
い
く

過
程
に
迫
る
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス

開
校
１
０
０
周
年
を
前
に
、

若
き
日
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
体
験

に
始
ま
り
、
素
材
や
マ
チ
エ

ー
ル
を
追
求
し
続
け
た
ネ
ー

ベ
ル
の
画
業
を
紹
介
。

　

京
都
文
化
博
物
館
（
地
下

鉄
「
烏
丸
御
池
」
駅
５
番
出

口
よ
り
東
へ
徒
歩
３
分
）
に

て
、
４
月
28
日
（
土
）
～
６

月
24
日
（
日
）。
月
曜
日
休

館
（
た
だ
し
４
月
30
日
は
開

館
）。午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
金
曜
は
同
７
時
30
分
）。入

場
は
30
分
前
ま
で
。
一
般
１

５
０
０
円
、
大
高
生
１
０
０

０
円
、
中
小
生
６
０
０
円
。

京
都
文
化
博
物
館
☎
０
７
５
・

２
２
２
・
０
８
８
８

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

開
館
4０
周
年
記
念
特
別
展

能
と
樂
茶
碗

幽
玄
と
侘
び

―
形
の
奥
に
あ
る
美
意
識

開
催
中
～
６
／
24

樂
美
術
館　
　
　

　

能
は
樂
茶
碗
に
も
深
く
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
装
飾

を
削
ぎ
落
と
し
た
美
意
識

は
、
樂
茶
碗
と
能
面
の
目
指

す
共
通
の
表
現
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
簡
素
で
狭
い
茶
室
の

中
で
長
次
郎
の
樂
茶
碗
が
放

つ
存
在
感
は
、
同
様
に
簡
素

な
能
舞
台
上
の
演
者
の
端
然

と
し
た
立
ち
姿
に
比
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
特
に
茶
碗
に

付
け
ら
れ
た
「
銘
」
は
能
に

因
ん
だ
も
の
が
多
く
、
立り

ゅ
う
ご鼓

花は
な
い
れ入
の
よ
う
な
能
の
楽
器
に

因
ん
だ
も
の
も
あ
る
。

　

本
展
で
は
能
面
と
樂
茶
碗

に
焦
点
を
当
て
、
作
品
を
通

じ
て
幽
玄
美
と
侘
び
の
共
演
、

共
通
す
る
美
意
識
を
探
る
。

　

樂
美
術
館
（
市
バ
ス
「
堀

川
中
立
売
」
よ
り
徒
歩
約
３

分
）
に
て
開
催
中
。
６
月
24

日
（
日
）
ま
で
。
月
曜
休
館

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）。

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま

で
）。
大
人
１
０
０
０
円
、
大

学
生
８
０
０
円
、
高
校
生
４

０
０
円
。
樂
美
術
館
☎
０
７

５
・
４
１
４
・
０
３
０
４

特
別
展

江
戸
の
戯ぎ

画が

―
鳥
羽
絵
か
ら
北ほ

く

斎さ
い

・

国く
に

芳よ
し

・
暁き

ょ
う
さ
い斎
ま
で

４
／
17
～
６
／
10

大
阪
市
立
美
術
館

　

18
世
紀
の
大
坂
で
鳥
羽
絵

本
と
し
て
出
版
さ
れ
、
そ
の

人
気
は
近
代
に
ま
で
及
び
、

江
戸
の
浮
世
絵
な
ど
に
も
影

響
を
与
え
た
。
鳥
羽
絵
を
洗

練
さ
せ
た
と
さ
れ
る
大
坂
の

「
耳に

ち
ょ
う
さ
い

鳥
斎
」
や
、
鳥
羽
絵
本

の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら

れ
る
江
戸
の「
北
斎
」や「
国

芳
」、「
暁
斎
」
な
ど
、
時
代

や
地
域
に
よ
り
変
化
し
な
が

ら
も
、
笑
い
の
感
覚
は
受
け

継
が
れ
て
き
た
。本
展
で
は
、

そ
の
流
れ
を
追
い
つ
つ
江
戸

時
代
の
戯
画
の
エ
ッ
セ
ン
ス

が
楽
し
め
る
。
ま
た
、
歌
川

国
芳
の
「
金
魚
づ
く
し
」
シ

リ
ー
ズ
が
揃
う
の
も
必
見

（
前
期
の
み
）。

　

大
阪
市
立
美
術
館
（
地
下

鉄
・
Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」
駅
よ

り
す
ぐ
、
近
鉄
「
大
阪
阿
部

野
橋
」駅
よ
り
約
４
０
０
ｍ
）

に
て
、
前
期
４
月
17
日
（
火
）

～
５
月
13
日
（
日
）、
後
期
５

月
15
日
（
火
）
～
６
月
10
日

（
日
）。
月
曜
休
館
（
た
だ
し

４
月
30
日
は
開
館
）。午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館

は
30
分
前
ま
で
）。一
般
１
４

０
０
円
、
高
大
生
１
０
０
０

円
。
大
阪
市
総
合
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
６
・
４
３
０
１
・

７
２
８
５

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

個
々
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ

特
別
セ
ッ
ト
を
作
成
。
今
日

ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
京

都
の
伝
統
の
美
学
の
粋
を
、

蜷
川
な
ら
で
は
の
感
性
で
撮

り
下
ろ
す
。

　

美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
京
都

伊
勢
丹
７
階
隣
接
）
に
て
４

月
14
日
（
土
）
～
５
月
13
日

（
日
）。
会
期
中
無
休
。
午
前

10
時
～
午
後
８
時
（
入
館
は

30
分
前
ま
で
）。一
般
９
０
０

円
、高
大
生
７
０
０
円
、小
中

生
５
０
０
円
。
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
京
都
伊
勢
丹
☎
０
７
５
・

３
５
２
・
１
１
１
１
（
大
代

表
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

５
／
26　

15
：
00

青
山
音
楽
記
念
館

バ
ロ
ッ
ク
ザ
ー
ル

　

世
界
で
最
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
１

人
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ヒ
ュ
ー

イ
ッ
ト
。
バ
ッ
ハ
の
演
奏
と

そ
の
解
釈
で
は
比
類
の
無
い

評
価
を
集
め
て
い
る
。「
当
代

随
一
の
バ
ッ
ハ
弾
き
」
と
広

く
称
さ
れ
、
世
界
中
に
フ
ァ

ン
を
持
つ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
の
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
バ
ッ
ハ
音
楽

が
楽
し
め
る
。
愛
器
Ｆ
Ａ
Ｚ

Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
が
バ
ロ
ッ
ク
ザ
ー

ル
に
初
登
場
。
曲
目
は
ゴ
ル

ト
ベ
ル
ク
変
奏
曲
、
ト
長
調

Ｂ
Ｗ
Ｖ
９
８
８
な
ど
。

蜷
川
実
花
写
真
展

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ 

京
都
花
街
の
夢

KYOTO DREAMS of KAGAI

４
／
14
～
５
／
13　
　
　
　

美
術
館「
え
き
」Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

　

京
都
の
伝
統
的
な
美
学
の

粋
が
蓄
積
さ
れ
た
“
花
街
”

と
四
季
折
々
の
美
し
い 
“
景

色
”
か
ら
構
成
さ
れ
る
本
展

は
、「
京
の
幻
想
四
季
絵
巻
」

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

京
都
の
五
花
街
（
祇
園
甲

部
、
宮
川
町
、
先
斗
町
、
上

七
軒
、
祇
園
東
）
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
伝
統
文
化
、
伎
芸
を

守
り
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
て

き
た
。
五
花
街
か
ら
15
名
の

芸
妓･

舞
妓
を
選
び
抜
き
、

①
書
籍
「
京
都
を
学
ぶ
【
丹

波
編
】
―
文
化
資
源
を
発
掘

す
る
―
」（
９
面
）

１
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ
ー
ル

「
ト
ミ
カ
博 in O

SAKA

」

（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

③
大
阪
市
立
美
術
館
「
江
戸

の
戯
画
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
京
都
文
化
博
物
館
「
オ
ッ

ト
ー
・
ネ
ー
ベ
ル
展
」（
11

面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
「
蜷
川
実
花
写
真
展
」

（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑥
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
レ
ノ
フ
ァ
山

口
Ｆ
Ｃ
戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

⑦
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
横
浜
Ｆ
Ｃ
戦
」

（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

■京都サンガF.C.チケット係
　1075-212-0635　http://www.sanga-fc.jp/

☆「5月6日レノファ山口ＦＣ戦」・「5月26日横浜ＦＣ戦」
の観戦チケットをそれぞれ1組2名にプレゼント！ プレ
ゼントコーナーをご覧ください。

頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.

ホームゲーム日程 ※会場はいずれも西京極スタジアム

4月7日（土） 午後3時
vs 大分トリニータ

第
8
節

第
8
節

5月6日（日） 午後3時
vs レノファ山口ＦＣ

第
13
節

第
13
節

4月21日（土） 午後3時
vs ロアッソ熊本

第
10
節

第
10
節

5月26日（土） 午後3時
vs 横浜ＦＣ

第
16
節

第
16
節
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q
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Ⓒ ＴＯＭＹ　　「トミカ」は株式会社
タカラトミーの登録商標です。　　　

オットー・ネーベル《ナポリ》『イタリア
のカラー・アトラス（色彩地図帳）』より、
1931年、インク、グアッシュ・紙、オット
ー・ ネーベル財団　　　 　　　　　　　

1５
名
の
芸
妓
舞
妓 ©

m
ika ninagaw

a, artbeat 
publishers

出目満永作　面　般若　
紀家伝来、金剛宗家蔵

歌川国芳「きん魚づくし　ぼん
ぼん」　個人蔵（通期展示）　　

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
４
月

15
日
（
日
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ

き
厳
重
に
管
理
し
て
お
り

ま
す
。

http://w
w

w
.m

k-gr 
oup.co.jp/privacy/

　

青
山
音
楽
記
念
館
（
阪
急

「
上
桂
」
駅
よ
り
西
へ
３
０

０
ｍ
）に
て
、５
月
26
日（
土
）

午
後
３
時
開
演
（
開
場
は
30

分
前
）。
一
般
５
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）。青
山
音
楽
記

念
館
☎
０
７
５
・
３
９
３
・

０
０
１
１

kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k



第861号毎月１日発行2018年（平成30年） 4 月 1 日 M K 新 聞

特別仕様の白い行灯が黒の車両に映え
る（写真は大阪ＭＫでの運行場面）

Vol.861
■情報はこちらへ　　ＴＥＬ／075（555）3186　　ＦＡＸ／075（693）8353
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去
る
３
月
10
日
、
Ｍ
Ｋ
上

賀
茂
営
業
所
の
北
側
に
建
設

さ
れ
た
社
員
寮
の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｋ
㈱
社

長
の
青
木
信
明
を
は
じ
め
、

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
各
所
属
長

や
労
働
組
合
の
ほ
か
、
施
工

　

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
３

月
７
日
（
水
）
〜
18
日
（
日
）

ま
で
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
特
別
仕

様
の
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
ま

し
た
。
ご
乗
車
の
お
客
様
か

ら
の
反
響
を
担
当
ド
ラ
イ
バ

ー
に
聞
く
と
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

お
客
様
か
ら 

反
響
多
数

　
「
カ
ッ
プ
ル
で
ご
乗
車
の

お
客
様
に
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
タ

ク
シ
ー
の
話
を
す
る
と
、
す

ご
く
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
特

別
仕
様
の
行
灯
や
リ
ア
ウ
イ

ン
ド
ウ
ス
テ
ッ
カ
ー
と
一
緒

に
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」。

　
「
土
砂
降
り
の
雨
の
日
に

街
中
で
女
性
に
ご
乗
車
い
た

だ
き
ま
し
た
。『
仕
事
で
も

失
敗
し
て
、
外
に
出
た
ら
雨

で
テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
っ

た
』
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

こ
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
タ
ク
シ

ー
に
乗
車
で
き
た
こ
と
で

『
心
が
晴
れ
た
。
い
い
こ
と

が
あ
り
そ
う
』
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
、
最
後
に
は
『
明
日
か

ら
ま
た
頑
張
り
ま
す
』
と
笑

顔
で
手
を
振
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」。

　
「
特
に
女
性
の
お
客
様
に

好
評
で
、
出
勤
時
の
ピ
リ
ピ

リ
し
た
お
客
様
も
１
台
だ
け

の
特
別
な
タ
ク
シ
ー
と
い
う

こ
と
で
喜
ば
れ
、
車
内
の
空

気
が
穏
や
か
に
な
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
し
た
」。

　

担
当
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
好

評
で
、「
来
年
の
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
も
担
当
し
た
い
」、「
季

節
ご
と
に
、
特
別
仕
様
の
タ

ク
シ
ー
を
走
ら
せ
ま
し
ょ

う
」、
さ
ら
に
は
「
も
っ
と

車
両
の
装
飾
に
工
夫
を
凝
ら

し
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
服

装
も
変
え
ま
せ
ん
か
」
と
積

極
的
な
提
案
も
。
会
社
と
し

ま
し
て
も
お
客
様
が
少
し
で

も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も

特
別
仕
様
タ
ク
シ
ー
の
企
画

を
練
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

い
た
だ
い
た
積
水
ハ
ウ
ス
株

式
会
社
様
や
ご
来
賓
の
三
井

住
友
銀
行
様
な
ど
約
50
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

青
木
社
長
は
「
念
願
の
寮

が
完
成
し
ま
し
た
が
、
立
派

な
建
物
も
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
て
は
風
化
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
を
10
年
、
20
年
と

持
た
せ
る
の
は
日
々
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
。人
間
も
同
じ
で
、

精
神
的
、
肉
体
的
な
鍛
錬
が

必
要
で
す
。
い
ま
、
Ｍ
Ｋ
は

分
水
嶺
に
あ
り
ま
す
。
時
代

　

入
寮
者
代
表
の
ト
ラ
ベ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
Ｔ
Ｃ
）

第
25
期
・
木
下
京
平
社
員
は
、

「
新
寮
の
お
か
げ
で
、
長
時

間
の
通
勤
時
間
を
観
光
の
勉

強
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間

に
充
て
て
、
日
々
の
仕
事
に

余
裕
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
明
日
か
ら
も
仕
事
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
決

意
表
明
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
寮
は
軽
量
鉄
骨
造
２
階

建
て
で
、
敷
地
面
積
２
４
２

２
㎡
、
延
べ
床
面
積
２
２
７

４
㎡
。
１
階
が
男
性
、
２
階

が
女
性
フ
ロ
ア
で
、
各
階
に

ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
が
あ

り
、
全
室
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
を
完

備
。
隣
接
の
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
の

３
食
バ
イ
キ
ン
グ
付
き
で
、

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
に
よ
る
安
全

面
も
配
慮
。
定
員
は
90
名
で

既
に
約
40
名
（
う
ち
半
数
が

平
成
30
年
度
入
社
）
の
応
募

が
あ
り
、
３
月
中
旬
か
ら
入

寮
し
ま
し
た
。

の
変
化
に
対
応
し
た
も

の
だ
け
が
残
り
ま
す

が
、
そ
の
変
化
を
見
誤

ら
な
い
た
め
に
は
、
氷

山
の
上
だ
け
見
て
い
た

の
で
は
ダ
メ
で
、
海
面

下
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
切

で
す
。
苦
労
を
重
ね
な

い
と
何
事
も
生
ま
れ
ま

せ
ん
。
戦
略
・
目
標
は

芯
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

（12）

現地に足を運び、先輩ベテラン
ドライバーから学ぶ観光勉強会

京都MKタクシー新卒採用

自然豊かな上賀茂に完成した社員寮

青
木
社
長
と
入
寮
の
決
意
表

明
を
し
た
木
下
社
員

上賀茂社員寮　竣工式・開所式

トラベルコーディネーターの
教育充実を目指して




